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おかげの気持ちで、みんなでペッタン（4月28日：春のおかげ祭り）
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地下道入口

N

　前年度より要望があった、片塩校区内の旭北郵便局付近にある、地下道内の安全対策をおこないました。
　この地下道は、屈折していて、約60メートルあります。地下道内を歩くのが怖いので、安全対策をして欲しい
との要望があり、今回、地下道内に非常ボタンを４か所設置し、出入口にはパトライト（赤色灯と非常ベル）を設
置しました。
　また、地上から地下に降りた最初のカーブには、センサーライトを設置し、夜間でも明るく通過できるように
なりました。
　なお、非常時以外は、ボタンを押さないでください。

〔生活安全課　内線 321〕

　通学路の安全対策は、すぐに対応できるものもあれば、抜本的に対策をしないといけないものもあります。今後も随時、
各校の安全対策を進めます。

※�非常ボタンを押すと、出入口付近に設置している赤色灯・非常ベルが作動します。非常ベル作動に気付いたときは、市役所、
または、警察に通報をお願いします。

　また、ＪＲ和歌山線・八幡踏切付近地
下道内には、LED 灯（高輝度）を増設
しました。

旭北郵便局東側地下歩道に、「非常ベル」を設置

地下通路の安全対策完了地下通路の安全対策完了

センサーライト設置
地下道を通るとセンサーが
反応し、ライトが光ります。

地下道内に非常ボタンを4
箇所設置しています。

警察通報
掲示

① ② ③ ④

センサーライト設置
地下道を通るとセンサーが
反応し、ライトが光ります。

警察通報
掲示

①

②
③

④
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春
の
叙
勲
・
褒
章

　

平
成
25
年
春
の
叙
勲
に
お
い
て
、
永
年
に
わ
た
っ
て
各
々
の
分
野
で

尽
力
さ
れ
た
４
名
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
祝
い
を
申
し
上
げ
、
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
ま
す
。

旭
日
小
綬
章

（
地
方
自
治
功
労
）　

丸
野　

敏
彦
さ
ん

旭
日
双
光
章

（
地
方
自
治
功
労
）　

國
澤　

敬
一
さ
ん

瑞
宝
単
光
章

（
技
能
検
定
功
労
）　

中
原　

勝
さ
ん

藍
綬
褒
章

（
地
方
自
治
功
績
）　

増
田　

武
雄
さ
ん

瑞
宝
双
光
章

　（
警
察
功
労
）　
木
村　

登
さ
ん

総
務
大
臣
表
彰

吉
田　

儕
さ
ん

危
険
業
務

従
事
者
叙
勲

行
政
相
談
員
と
し
て
の
功
績

2



平
成
24
年
度

情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況

⑴
開
示
請
求
件
数

　

及
び
処
理
件
数

　
「
大
和
高
田
市
情
報
公
開
条

例
」に
基
づ
く
開
示
請
求
が
、17

件
あ
り
ま
し
た
。

⑵
不
開
示
情
報
別
件
数

　

条
例
第
６
条
に
定
め
る
不
開

示
情
報
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、

部
分
開
示
と
な
っ
た
事
例
の
理

由
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

⑶
開
示
請
求
の
内
容

　

及
び
決
定
の
内
容

　
「
別
表
１
」
の
と
お
り
で
す
。

⑷
異
議
申
立
て
等
の
件
数
及
び

　

処
理
の
状
況

　

平
成
24
年
度
は
、
異
議
申
立
て

等
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

⑸
開
示
実
績
の
あ
る
公
文
書
の

　

写
し
の
交
付
等
申
込
の
内
容

　

過
去
に
「
大
和
高
田
市
情
報
公

開
条
例
」
に
基
づ
く
開
示
請
求
が

あ
り
、
開
示
（
全
部
開
示
・
部
分

開
示
）
の
実
績
が
あ
る
文
書
に
つ

い
て
は
、
同
じ
内
容
に
つ
い
て
開

示
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

平
成
24
年
度
中
に
、
市
が
運
用
を
お
こ
な
っ

た
情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護
制
度
の
、

件
数
や
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〔
企
画
法
制
課　

内
線
２
７
５
〕

  

情
報
公
開
制
度
の

  

運
用
状
況

実施機関 件数 処　　理　　内　　容 （件） 写しの
交付 ( 枚 )開示 部分開示 不開示 存否 不存在 却下 取下げ

市　　　長 17 4 10 0 0 0 0 3 515
議　　　会 0 0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員会 0 0 0 0 0 0 0 0 0

選挙管理委員会 0 0 0 0 0 0 0 0 0
監 査 委 員 0 0 0 0 0 0 0 0 0
公平委員会 0 0 0 0 0 0 0 0 0
農業委員会 0 0 0 0 0 0 0 0 0

固定資産評価審査委員会 0 0 0 0 0 0 0 0 0
水道事業管理者 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合　　　計 17 4 10 0 0 0 0 3 515

不　開　示　情　報 件数

１号  個人に関する情報 10
２号  法人等事業活動情

報 1

３号  意思形成過程情報 0

４号  事務事業執行情報 0

５号  法令秘情報 0
６号  犯罪等社会的危害防

止情報 0

合　　　計 11

別表１：開示請求の内容及び決定の内容（平成 24 年度）

№ 請求日 請　求　公　文　書　の　内　容 実施機関 所管課 決定日 決定内容 不開示
該当

296 H24.04.16 平成 24 年 1 月 1 日から平成 24 年 3 月 31 日までに
届出のあった住居番号付番通知書及び住居表示台帳 市長 市民課 H24.04.20 部分開示 1 号

297 H24.04.27
奈良県市町村総合事務組合の議会に関わる全ての文
書及び基金運用に関わる全ての文書（設立から現在
まで）

市長 秘書課 H24.05.10 部分開示 1 号

298 H24.05.23
平成 20 年 4 月から平成 23 年 11 月までに大和高田
市で請求された○○行政書士名及び司法書士名によ
る戸籍謄本・住民票等職務上請求書

市長 市民課 H24.05.28 取下げ

299 H24.05.25
曙町青少年会館保護者会（母親クラブ）補助金綴（平
成 19 年度から平成 23 年度分）及び曙町青少年会
館の備品使用書綴及び講師依頼書

市長 曙町
青少年会館 H24.06.04 部分開示 1 号

300 H24.06.14 自宅北側里道の拡幅工事に係る里道に接する土地の
所有者と市との契約書又は覚書 市長 土木管理課 H24.06.19 部分開示 1 号

301 H24.06.18 開発行為許可申請書一式（昭和 59 年 12 月 11 日付
け　34-161 号） 市長 都市計画課 H24.06.29 取下げ

302 H24.07.30 平成 24 年 4 月 1 日から平成 24 年 6 月 30 日までに
届出のあった住居番号付番通知書及び住居表示台帳 市長 市民課 H24.08.02 部分開示 1 号

303 H24.10.05 ＪＲ高田駅舎エレベーター整備事業補助金の内訳 市長 都市計画課 H24.10.15 開示
304 H24.10.10 ○○地内の行政財産使用に係る申請書及び許可書 市長 土木管理課 H24.10.11 部分開示 1 号

305 H24.10.10
平成 24 年 8 月 1 日から平成 24 年 10 月 9 日受付分
の開発事業に伴う事前協議書、添付図書である付近
見取図及び開発協議受付台帳

市長 都市計画課 H24.10.15 部分開示 １号

306 H24.10.19 固定資産税・都市計画税課税台帳兼名寄台帳（不動
産登記事項） 市長 税務課 H24.11.05 開示

307 H24.10.26 平成 24 年 7 月 1 日から平成 24 年 9 月 30 日までに
届出のあった住居番号付番通知書及び住居表示台帳 市長 市民課 H24.11.01 部分開示 1 号

308 H24.10.30 平成 23 年度に議会に提出した路線の認定・廃止・
変更情報 市長 土木管理課 H24.11.12 開示

309 H24.12.18 平成 20 年度から平成 23 年度までの許可業者搬入
数量及び手数料額 市長 クリーン

センター H24.12.19 開示

310 H25.01.21
平成 24 年 10 月 1 日から平成 24 年 12 月 31 日ま
でに届出のあった住居番号付番通知書及び住居表示
台帳

市長 市民課 H25.01.23 部分開示 1 号

311 H25.03.13
平成 24 年 9 月末までに大和高田市で請求された○
○行政書士名及び○○行政書士名による戸籍謄本・
住民票等職務上請求書

市長 市民課 H25.03.19 取下げ

312 H25.03.22 平成 24 年度「元気な地域づくり事業補助金」（○
○自治会）に関する資料 市長 自治振興課 H25.03.28 部分開示 1 号・

2 号
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※
市
が
出
資
す
る
法
人
へ
の

　

開
示
請
求
等

　

大
和
高
田
市
土
地
開
発
公
社

は
、
市
の
施
策
に
準
じ
て
個
人
情

報
保
護
制
度
を
推
進
す
る
た
め

の
要
綱
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
平

成
24
年
度
は
、
こ
の
要
綱
に
基
づ

く
開
示
請
求
、
訂
正
請
求
、
削
除

請
求
及
び
中
止
請
求
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

  
平
成
24
年
度
　
審
議
会

等
の
公
開
状
況

※
公
開
さ
れ
た
会
議
の
議
事
録

は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し

て
い
ま
す
。

「
公
文
書
開
示
請
求
書
」
に
よ
ら

ず
「
公
文
書
の
写
し
等
申
込
書
」

に
よ
り
情
報
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
は
、
交
付
等
申
込

み
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

⑹
情
報
公
開
審
査
会
の

　

開
催
状
況

　

平
成
24
年
度
は
、
異
議
申
立
て

等
が
な
く
、
会
議
は
開
催
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

※
市
が
出
資
す
る
法
人
へ
の

開
示
請
求

　

大
和
高
田
市
土
地
開
発
公
社

は
、
市
の
施
策
に
準
じ
て
情
報
公

開
制
度
を
推
進
す
る
た
め
の
要

綱
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
は
、
こ
の
要
綱
に

基
づ
く
開
示
請
求
は
、
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

⑴
個
人
情
報
取
扱
事
務
の

　

届
出
件
数

  

個
人
情
報
保
護
制
度

  

の
運
用
状
況

実　施　機　関 件数

市　　　長 ２４３
議　　　会 ２
教育委員会 ５７

選挙管理委員会 ９
監 査 委 員 １
公平委員会 １
農業委員会 ８

固定資産評価審査委員会 ０
水道事業管理者 １２

合　　　計 ３３３

別
表
３

別
表
２

☆
開
示
等
請
求
の
内
容
及
び
決
定
の
内
容

実施機関 担当課 開　示　内　容 件数
市　長 保険医療課 過去５年間の国民健康保険に係るレセプト １
市　長 保険医療課 過去５年間の老人医療に係るレセプト ０
市　長 保　護　課 過去５年間の生活保護に係るレセプト ０

市　長 介護保険課 次のうち必要な事項
要介護・要支援認定に係る調査内容、主治医意見書、介護認定審査会における認定結果 ３０

市　長 看護専門学校 入学者選抜試験における各試験得点及びその合計点 ２
教育委員会 商業高校事務管理課 入学者選抜試験における各教科別検査得点及びその合計点 １６８

（平成 25 年３月 31 日現在）

会議の開催数 １３５回

そのうち、公開とし
た会議の開催数 １６回

そのうち、 一 部 非
公開とした会議の
開催数

０回

そのうち、非公開と
した会議の開催数 １１９回

傍聴人の数 ０人

（平成 25 年３月 31 日現在）

⑵
開
示
等
請
求
件
数
及
び

　

処
理
件
数

①
開
示
請
求
、
訂
正
請
求
、
削
除

請
求
及
び
利
用
又
は
提
供
の

中
止
請
求

　

開
示
等
請
求
の
内
容
及
び
決

定
の
内
容
は
、「
別
表
２
」
の
と

お
り
で
す
。

②�

条
例
第
22
条
（
簡
易
な
開
示
）

に
よ
る
開
示
請
求
（
各
担
当

課
で
の
要
綱
に
基
づ
く
請
求
）

「
別
表
３
」
の
と
お
り
で
す
。

⑶
異
議
申
立
て
等
の
件
数
及
び

　

処
理
の
状
況

　

平
成
24
年
度
は
、
異
議
申
立
て

等
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

⑷
個
人
情
報
保
護
審
査
会
の

　

開
催
状
況

　

平
成
24
年
度
は
、
異
議
申
立
て

等
が
な
く
、
会
議
は
開
催
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

⑸
個
人
情
報
保
護
運
営

　

審
議
会
の
開
催
状
況

　

平
成
24
年
度
の
開
催
状
況
は
、

以
下
の
と
お
り
で
す
。

開催
年月日 審議会の内容

第
７
回

平
成
24
年
8
月
27
日

諮問事項

大和高田市市税等のコ
ンビニエンスストア収納
の実施に当たり、大和高
田市の電子計算機とコン
ビニエンスストア収納委
託事業者の電子計算機を
結合することについて

№ 請求 個人情報の内容 実施機関 所管課 決定日 決定内容 不開示
該当日 区分

97 H24.05.02 開示 請求者の平成23年11月分の更生医療に係るレセプト 市長 社会福祉課 H24.05.08 開示

98 H24.05.24 開示 請求者の生活保護に係る平成20年2月以降の面接記録
票、生活指導記録票及びケース記録票 市長 保護課 H24.05.25 取下げ

99 H24.05.24 開示 請求者の生活保護に係る平成20年10月以降の面接記録
票、生活指導記録票及びケース記録票 市長 保護課 H24.05.25 取下げ

100 H24.06.13 開示 請求者世帯の生活保護に関する文書 市長 保護課 H24.06.15 開示
101 H24.06.13 開示 請求者世帯の生活保護に関する文書 市長 保護課 H24.06.15 開示
102 H24.07.02 開示 請求者の平成7年から平成18年分の課税資料一式 市長 税務課 H24.07.12 開示

103 H24.08.01 開示 請求者の障害福祉サービスの受給内容が分かるもの及び
利用計画書に基づく書類 市長 地域包括支援課 H24.08.14 部分

開示 1 号

104 H24.08.08 開示 請求者の平成21年及び平成24年分の障害程度区分認定調査資料 市長 社会福祉課 H24.08.17 開示
105 H24.09.14 開示 請求者の介護給付費支給申請に係る医師意見書 市長 社会福祉課 H24.09.24 開示

106 H24.11.15 開示 請求者の平成23年10月から平成24年2月分の介護給付費
公費受給者別一覧表 市長 保護課 H24.11.19 部分

開示 1 号

107 H24.12.06 開示 請求者の平成23年3月から平成23年9月分の介護給付費公
費受給者別一覧表 市長 保護課 H24.12.07 部分

開示 1 号

請 求 区 分 件数

開　示　請　求 １１

訂　正　請　求 ０

削　除　請　求 ０

利用又は提供の
中止の請求 ０

合　　　計 １１
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平 成 2 5 年 3 月

定 例 市 議 会

平
成
25
年
度 

大
和
高
田
市
一
般
会
計
予
算

　
　
　

２
１
７
億
円
な
ど
可
決

　

平
成
25
年
３
月
定
例
市
議
会
は
、
３
月
１
日
か
ら
14
日
ま
で
の
14
日
間
、
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
は
、
平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算
ほ
か
、
特
別
会
計
予
算
７
件
、
企

業
会
計
予
算
２
件
、
平
成
24
年
度
補
正
予
算
７
件
、
条
例
案
件
14
件
、
損
害
賠
償
の

案
件
２
件
、
指
定
管
理
の
指
定
に
関
す
る
案
件
２
件
、
人
事
案
件
２
件
、
お
よ
び
意

見
書
の
提
出
が
１
件
の
計
38
議
案
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
・
同
意
・
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
号
で
は
、
１
日
の
市
長
の
施
政
方
針
に
対
す
る
代
表
質
問
お
よ
び
13
日
・
14
日

に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
の
一
部
等
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
人
事
案
件
に
つ
い
て
は
、
監
査
委
員
と
し
て
吉
井
保
次
氏
、
公
平
委
員
会

の
委
員
と
し
て
鹿
嶋
章
氏
の
再
任
に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

◦
懸
案
の
市
庁
舎
の
耐
震

化
は
検
討
さ
れ
た
の
か
。

◦
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

市
政
会　

島
田
議
員

施
設
の
耐
震
化
に
つ
い
て

は
、
財
政
健
全
化
と
並
行

す
る
形
で
、
学
校
・
保
育
施
設

等
を
優
先
し
て
進
め
て
き
た
。

財
政
的
に
取
り
組
む
こ
と
の
で

き
な
か
っ
た
他
の
老
朽
化
施
設

の
更
新
や
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、

そ
の
あ
り
方
を
含
め
、
全
庁
的

取
り
組
む
必
要
の
あ
る
大
き
な

問
題
と
認
識
し
て
い
る
。
中
で

も
、
災
害
対
策
本
部
と
な
る
市

庁
舎
の
耐
震
補
強
等
は
、
最
重

要
課
題
で
あ
る
。
市
庁
舎
の
耐

震
性
の
確
保
に
は
多
大
の
財
源

が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
新

年
度
か
ら
（
仮
称
）
市
庁
舎
施

設
検
討
委
員
会
と
い
っ
た
庁
内

で
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を

設
置
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
、
ま

た
市
職
員
に
と
っ
て
効
率
的
な

市
庁
舎
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

総
合
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

い
じ
め
、
体
罰
に
つ
い
て

の
取
り
組
み
と
防
止
に
つ

い
て市

民
ク
ラ
ブ　

仲
本
清
治
議
員

各
地
で
い
じ
め
、
体
罰
事

件
が
起
こ
っ
て
お
り
、
本

市
に
お
い
て
も
、
高
田
商
業
高

校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
の
体
罰
事

象
で
、
心
配
を
お
か
け
し
た
。

本
市
で
は
、
児
童
生
徒
が
人
権

尊
重
の
理
念
を
理
解
す
る
こ
と

で
、
命
や
個
人
の
尊
厳
を
重
ん

じ
る
精
神
を
育
む
こ
と
を
、
教

育
目
標
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
い
じ
め
、
体
罰
は
、
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、

教
育
委
員
会
で
も
、
さ
ら
に
人

権
教
育
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
正
し
く
指
導
監
督
に
あ
た
る

よ
う
指
示
し
て
い
る
。
い
じ
め

防
止
に
つ
い
て
、
昨
年
９
月
、

全
校
で
い
じ
め
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
発
見

さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
内

容
を
確
認
の
う
え
保
護
者
と
も

連
携
を
と
り
、
迅
速
な
解
決
に

取
り
組
み
、
そ
の
後
も
継
続
し

て
見
守
り
を
続
け
て
い
る
。
今

後
も
定
期
的
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
、
早
期
発
見
、
早

期
解
決
を
図
る
。
教
育
委
員
会

で
は
緊
急
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
対
応
に
あ
た
っ
て
お
り
、

市
で
は
、
大
和
高
田
市
虐
待
防

止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
い
て
、

警
察
・
民
生
児
童
委
員
会
等
と

連
携
し
、
い
じ
め
、
虐
待
事
象

の
早
期
発
見
、
適
切
な
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

◦
強
固
な
財
政
基
盤
と
は
、

何
を
指
し
て
強
固
と
い
う

の
か
。◦
税
収
増
加
の
具
体
策
は
。

公
明
党　

堂
本
議
員

多
様
化
す
る
行
政
課
題
に

応
え
る
と
と
も
に
、
市
民

生
活
の
向
上
と
本
市
の
発
展
、

施政方針
に対する
代表質問

問

問

問

答

答

答
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飛
躍
を
め
ざ
し
事
業
や
施
策
を

実
施
す
る
た
め
に
は
、
強
固
で

持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の
確
立
、

す
な
わ
ち
一
般
会
計
黒
字
額
を

今
後
も
継
続
し
て
計
上
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
と
ら
え
て

い
る
。
税
収
の
増
加
策
に
つ
い

て
は
、
新
年
度
か
ら
２
年
間
、

収
納
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み

を
行
う
。
市
税
徴
収
率
の
県
平

均
以
上
の
確
保
を
目
標
に
、
コ

ン
ビ
ニ
収
納
の
開
始
や
他
市
と

の
共
同
徴
収
な
ど
収
納
業
務
の

抜
本
的
な
見
直
し
を
行
い
、
よ

り
効
率
的
な
収
納
体
制
の
確
保

に
努
め
る
。
さ
ら
に
安
定
し
た

税
収
を
確
保
す
る
た
め
、
給
与

か
ら
天
引
き
と
す
る
特
別
徴
収

の
推
進
に
つ
い
て
、
県
、
県
内

の
全
市
町
村
と
も
連
携
し
な
が

ら
計
画
的
に
取
り
組
む
た
め
、

す
で
に
そ
の
お
知
ら
せ
を
、
す

べ
て
の
市
内
事
業
所
に
通
知
し
、

強
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

中
期
財
政
適
正
化
フ
レ
ー

ム
が
新
年
度
よ
り
ス
タ
ー

ト
す
る
が
、
そ
の
運
用
に
つ
い
て

　
　
　

み
ら
い　

奥
本
議
員

集
中
改
革
プ
ラ
ン
、
財
政

健
全
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
続

き
、
新
年
度
か
ら
は
中
期
財
政

適
正
化
フ
レ
ー
ム
へ
と
切
れ
目

な
く
行
財
政
改
革
を
継
続
し
、

財
政
健
全
化
に
取
り
組
む
。
当

計
画
は
、
後
期
基
本
計
画
の
実

施
年
度
に
合
わ
せ
て
、
平
成
25

年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
の

５
年
間
の
財
政
収
支
を
見
据
え
、

今
後
予
想
さ
れ
る
事
業
も
視
野

に
入
れ
な
が
ら
、
適
切
な
財
政

規
律
を
維
持
し
た
い
。
フ
レ
ー

ム
の
中
で
は
、
現
時
点
で
予
測

さ
れ
る
主
な
事
業
を
示
し
た
も

の
で
、
今
後
、
市
の
発
展
の
た

め
必
要
と
な
る
事
業
、
施
策
が

生
じ
た
場
合
に
は
、
緊
急
度
や

優
先
度
な
ど
を
勘
案
し
対
応
す

る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
案
件
も

含
め
て
、
決
算
数
値
や
制
度
の

改
正
な
ど
の
要
因
を
踏
ま
え
て
、

毎
年
度
財
政
収
支
の
見
直
し
を

行
い
、
そ
の
結
果
を
議
会
に
報

告
し
て
い
き
た
い
。

◦
子
ど
も
子
育
て
支
援
新

制
度
の
本
市
へ
の
影
響
は
。

◦
子
ど
も
の
医
療
費
の
中
学
校

卒
業
ま
で
の
無
料
化
の
考
え
は
。

　

日
本
共
産
党　

沢
田
議
員

子
ど
も
子
育
て
支
援
新
制

度
に
つ
い
て
、
平
成
25
年

４
月
に
、
内
閣
府
に
お
い
て
子

ど
も
子
育
て
会
議
が
設
置
さ
れ
、

基
本
方
針
案
が
策
定
さ
れ
る
。

各
自
治
体
で
は
、
地
方
版
の
子

ど
も
子
育
て
会
議
を
設
置
し
、

そ
の
会
議
で
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
幼
児
教
育
・
保
育
事
業
、

こ
ど
も
園
事
業
、
地
域
子
育
て

支
援
事
業
等
の
市
民
ニ
ー
ズ
調

査
を
行
い
、
平
成
26
年
夏
ご
ろ

を
目
標
に
、
子
ど
も
子
育
て
支

援
事
業
計
画
を
策
定
し
、
幼
児

期
の
学
校
教
育
、
保
育
、
地
域

に
お
け
る
子
育
て
支
援
を
、
計

画
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

　

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
に
つ

い
て
は
、
子
ど
も
の
健
全
な
成

長
と
発
達
を
願
う
と
と
も
に
、

子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
し
、
子
ど
も
を
持
つ
家
庭

に
安
心
し
て
育
て
る
こ
と
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
、
本
市
の
課
題
の
１

つ
と
し
て
、
平
成
24
年
度
よ
り
、

助
成
対
象
を
就
学
前
か
ら
小
学

校
卒
業
ま
で
の
入
院
に
拡
大
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ご
指
摘
の

子
ど
も
医
療
費
に
係
る
助
成
の

見
直
し
に
つ
い
て
は
、
県
へ
福

祉
医
療
制
度
の
拡
大
を
要
望
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
市

と
し
て
も
県
内
各
市
の
状
況
等

も
か
ん
が
み
、
実
施
に
向
け
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

野
鳥
の
餌
付
け
に
よ
り
鳥

害
等
が
発
生
し
て
い
る
。

関
係
条
例
を
制
定
す
べ
き
で
は
。

市
政
会　

仲
本
博
文
議
員

本
市
で
は
、「
鳥
獣
の
保
護

及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関

す
る
法
律
」
の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
22
年
度
に
「
大
和
高
田
市

有
害
鳥
獣
捕
獲
許
可
事
務
取
扱

要
綱
」
を
制
定
し
た
。
同
要
綱

第
３
条
に
は
、「
捕
獲
許
可
の
基

本
的
な
考
え
方
は
、
被
害
防
除

対
策
に
よ
っ
て
も
、
被
害
が
防

止
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と

き
に
行
う
も
の
」
と
し
て
お
り
、

現
地
に
お
け
る
被
害
防
除
対
策

の
確
認
、
被
害
を
受
け
て
い
る

人
へ
の
事
情
聴
取
を
経
な
が
ら
、

餌
付
け
を
し
て
い
る
人
に
対
し
、

同
要
綱
に
則
り
、
捕
獲
実
施
も

あ
り
得
る
旨
も
含
め
、
行
政
指

導
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
導
入
に
つ
い
て
、
検

討
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

　

市
政
会　

西
村
議
員

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
は
、
行
政
が
所
有
す

る
財
産
に
つ
い
て
経
営
的
な
視

点
か
ら
、
施
設
と
そ
の
取
り
巻

く
環
境
も
含
め
、
総
合
的
に
企

画
、
管
理
、
活
用
す
る
取
組
み

で
、
奈
良
県
は
、
平
成
25
年
度

か
ら
導
入
す
る
。
本
市
公
共
施

設
の
老
朽
化
対
策
は
、
長
年
続

い
た
財
政
健
全
化
の
取
り
組
み

と
並
行
す
る
形
で
、
経
営
的
視

点
も
十
分
考
慮
し
て
取
り
組
ん

で
き
た
。
例
え
ば
、
本
市
こ
ど

も
園
構
想
に
基
づ
き
、
保
育
所
、

幼
稚
園
を
統
廃
合
し
、
こ
ど
も

園
を
新
設
し
、
ま
た
、
引
き
続

き
使
用
す
る
学
校
・
保
育
施
設

の
耐
震
化
を
行
い
、
公
営
住
宅

や
橋
り
ょ
う
、
廃
棄
物
処
理
施

設
の
長
寿
命
化
計
画
を
策
定
し
、

施
設
の
現
状
を
把
握
す
る
と
と

も
に
、
計
画
的
な
改
修
に
取
り

組
む
予
定
で
あ
る
。
新
年
度
に

お
い
て
は
、
都
市
公
園
、
下
水

道
に
つ
い
て
も
長
寿
命
化
計
画

を
策
定
し
て
い
き
た
い
と
考
え

問

問

問

問答

答

答

答

一般質問

6



  

平 成 2 5 年 3 月

定 例 市 議 会
て
い
る
。
市
庁
舎
を
は
じ
め
と

す
る
老
朽
化
施
設
は
年
を
追
う

ご
と
に
増
え
て
い
く
が
、
市
庁

舎
の
よ
う
に
特
化
し
て
取
り
組

む
べ
き
も
の
と
並
行
し
て
、
全

庁
的
な
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
つ
い
て
も
研
究
し
て

い
き
た
い
。

職
員
給
料
の
減
額
は
廃
止

と
な
る
が
、
市
民
へ
の
還

元
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　
　

市
政
会　

戸
谷
議
員

職
員
給
料
に
つ
い
て
は
、

６
年
間
に
わ
た
る
減
額
期

間
を
終
了
し
、
新
年
度
か
ら
元

の
額
に
戻
る
こ
と
に
な
る
が
、

新
た
に
退
職
手
当
の
減
額
や
地

域
手
当
な
ど
従
来
か
ら
の
減
額

措
置
を
継
続
し
、
引
き
続
き
人

件
費
総
額
の
抑
制
に
努
め
る
。

今
後
も
、
こ
れ
ら
を
含
め
た
財

政
健
全
化
へ
の
取
り
組
み
に
よ

り
財
政
基
盤
を
確
立
し
、
市
民

か
ら
の
要
望
や
市
民
生
活
の
向

上
に
必
要
と
な
る
事
業
に
迅
速

に
応
え
、
ま
た
、
そ
れ
ら
に
対

応
す
る
職
員
の
意
識
や
能
力
の

向
上
に
務
め
、
行
政
の
責
務
を

果
た
し
て
い
く
こ
と
が
、
市
民

へ
の
還
元
と
捉
え
て
い
る
。

市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
と
し
て
「
み
く

ち
ゃ
ん
」
が
あ
る
が
、
も
う
一

体
静
御
前
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

も
の
を
つ
く
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

公
明
党　

砂
原
議
員

「
み
く
ち
ゃ
ん
」
は
、
市

制
50
周
年
記
念
の
際
に
制

作
し
、
平
成
23
年
度
か
ら
は
着

ぐ
る
み
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て

使
用
し
て
い
る
。
昨
今
の
ゆ
る

キ
ャ
ラ
ブ
ー
ム
も
あ
り
、
平
成

24
年
度
は
、
貸
し
出
し
を
含
め

イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
出
演
も
60
件

を
超
え
、
ま
た
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ

グ
ラ
ン
プ
リ
」
に
お
い
て
も
、

上
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
こ
と

か
ら
市
民
の
認
知
度
や
全
国
的

に
知
名
度
も
上
が
っ
て
き
た
。

新
年
度
は
、「
義
経
・
与
一
・
弁
慶
・

静
合
同
サ
ミ
ッ
ト
」、「
竹
内
街

道
・
横
大
路
１
４
０
０
年
記
念

事
業
」
や
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
を
活

用
し
た
イ
ベ
ン
ト
等
に
積
極
的

に
参
加
し
、
本
市
の
魅
力
を
広

く
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
更
に

新
年
度
か
ら
は
、「
み
く
ち
ゃ
ん

応
援
団
」
を
設
立
し
、
市
職
員

が
市
民
、
団
体
と
協
働
し
、
そ

の
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

新
た
な
活
用
方
策
に
つ
い
て
も

検
討
す
る
。
第
２
の
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
観
光
分
野
へ
の
取
り
組

み
の
中
で
、
他
市
の
事
例
等
も

参
考
に
、
そ
の
必
要
性
や
効
果

な
ど
を
研
究
し
た
い
。

困
難
を
抱
え
た
児
童
生
徒

の
学
習
支
援
に
つ
い
て

◦��

経
済
的
理
由
や
学
力
面
で
の

困
難
を
抱
え
た
児
童
生
徒
へ

の
支
援
、
取
り
組
み
は
。

　

日
本
共
産
党　

向
川
議
員

本
市
で
は
、
経
済
的
理
由

に
よ
り
就
学
が
困
難
な
児

童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
、
援

助
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

就
学
援
助
制
度
が
あ
り
、
住
民

税
非
課
税
世
帯
に
対
し
、
国
の

基
準
に
従
い
、
学
用
品
費
や
通

学
用
品
費
、
校
外
活
動
費
、
修

学
旅
行
費
な
ど
を
支
援
し
て
い

る
。
平
成
24
年
度
に
は
、
小
学

校
で
11
・
５
％
、
中
学
校
で
12
・

８
％
の
児
童
生
徒
の
保
護
者
に

支
援
を
お
こ
な
っ
た
。
援
助
制

度
は
、
４
月
の
入
学
後
に
全
生

徒
の
保
護
者
へ
お
知
ら
せ
す
る

ほ
か
、
市
広
報
誌
に
も
掲
載
し
、

周
知
に
努
め
て
い
る
。

　

学
力
面
で
の
支
援
に
つ
い
て
、

学
校
で
は
基
礎
基
本
の
定
着
を

図
る
た
め
、
計
算
タ
イ
ム
や
読

書
タ
イ
ム
、
放
課
後
学
習
会
を

設
け
、
基
礎
的
な
力
を
伸
ば
す

た
め
の
取
り
組
み
や
、
夏
休
み

の
「
ノ
ー
テ
レ
ビ
・
ノ
ー
ゲ
ー

ム
デ
ー
」
の
取
り
組
み
を
進
め

る
こ
と
に
よ
り
、
生
活
面
や
学

習
面
の
課
題
を
克
服
す
る
こ
と

が
、
不
登
校
や
非
行
の
防
止
に

も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
小
学

校
に
教
育
推
進
教
員
を
配
置
し
、

少
人
数
指
導
や
不
登
校
傾
向
に

あ
る
児
童
の
学
習
・
生
活
支
援

に
あ
た
っ
て
い
る
。
ま
た
中
学

校
で
は
、
教
科
指
導
非
常
勤
講

師
を
配
置
し
、
各
教
科
の
指
導

の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

聴
覚
障
害
者
・
難
聴
者
支

援
に
つ
い
て

◦�

補
聴
器
購
入
利
用
へ
の
補
助

と
磁
気
ル
ー
プ
の
設
備
と
活

用
に
つ
い
て

　

日
本
共
産
党　

沢
田
議
員

平
成
25
年
度
か
ら
身
体
障

害
者
手
帳
の
交
付
対
象
と

な
ら
な
い
中
・
軽
度
難
聴
児
の

支
援
を
目
的
と
し
て
、
中
・
軽

度
難
聴
児
補
聴
器
購
入
助
成
費

制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
一
定
の

要
件
の
も
と
、
価
格
の
３
分
の

１
の
自
己
負
担
で
補
聴
器
を
購

入
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
対
象

者
の
要
件
は
、
市
内
に
住
所
を

有
す
る
18
歳
未
満
の
児
童
で
、

両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
30
デ
シ

ベ
ル
以
上
70
デ
シ
ベ
ル
未
満
で

あ
り
、
医
師
の
意
見
書
に
よ
り

補
聴
器
の
装
用
に
よ
る
効
果
が

期
待
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
、
広
報
誌
や
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
広
報
に
務
め
、
制

度
の
啓
発
を
図
る
。
難
聴
の
人

た
ち
の
た
め
の
集
団
補
聴
シ
ス

テ
ム
の
一
つ
で
あ
る
磁
気
ル
ー

プ
は
、
以
前
か
ら
総
合
福
祉
会

館
に
お
い
て
可
搬
型
機
器
を
会

議
等
で
使
用
し
て
お
り
、
今
後
、

機
器
の
貸
し
出
し
を
含
め
た
活

用
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
き

た
い
。危

機
管
理
と
防
災
計
画
に

つ
い
て

◦�

大
地
震
や
集
中
豪
雨
に
よ
る

災
害
に
対
す
る
対
策
は

◦�

避
難
所
の
確
保
と
火
災
を
想

定
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　

み
ら
い　

平
郡
議
員

問

問

問

問

問

答

答

答

答
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車
が
列
を
作
っ
て
走
っ
て
い

ま
す
。
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
な

の
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
こ
こ
は
市
内
の
ど
こ

で
し
ょ
う
。
答
え
は
、
う
し
ろ

の
ペ
ー
ジ
で
す
。

災
害
に
対
す
る
対
策
と
し

て
、
市
民
に
い
ち
早
く
緊

急
災
害
情
報
を
知
ら
せ
る
た
め

の
Ｍ
Ｃ
Ａ
同
報
防
災
行
政
無
線

シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
、
現
在
、

市
内
８
小
学
校
に
、
屋
外
拡
声

器
を
設
置
し
て
い
る
。
ま
た
、

通
信
手
段
の
断
絶
に
備
え
、
携

帯
型
衛
星
電
話
を
２
台
整
備
す

る
と
と
も
に
、
市
内
各
地
の
災

害
情
報
伝
達
手
段
と
し
て
、
Ｍ

Ｃ
Ａ
携
帯
型
無
線
機
を
消
防
団

並
び
に
消
防
署
に
12
台
配
備
し
、

防
災
・
減
災
に
対
し
強
化
を
図
っ

て
い
る
。

　

避
難
所
の
確
保
と
火
災
を
想

定
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

地
域
防
災
計
画
で
指
定
の
20
か

所
の
指
定
避
難
所
だ
け
で
は
収

容
で
き
な
い
状
況
が
想
定
さ
れ

る
。
そ
の
場
合
、
被
災
し
て
い

な
い
公
共
施
設
及
び
自
治
会
の

公
民
館
、
集
会
所
等
を
避
難
所

と
し
て
確
保
に
努
め
る
。
ま
た
、

現
在
、
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ

る
人
な
ど
、
災
害
時
要
援
護
者

台
帳
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い

て
、
各
自
治
会
や
地
域
な
ど
へ

の
的
確
な
情
報
伝
達
が
で
き
る

よ
う
、
リ
ス
ト
の
デ
ジ
タ
ル
化

を
進
め
て
い
る
。
火
災
を
想
定

し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

防
災
出
前
講
座
や
自
主
防
災
組

織
の
結
成
の
促
進
、
消
火
栓
の

敷
設
替
え
や
消
化
器
の
普
及
に

努
め
、
自
治
会
主
体
の
防
災
訓

練
の
実
施
を
働
き
か
け
、
消
防

署
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
く
。

　

平
成
24
年
度
大
和
高
田
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

ほ
か
、
１
議
案

　

賛
成
少
数
で
否
決

　

平
成
24
年
度
大
和
高
田
市
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）
ほ
か
、
７

議
案

　

全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決

　

平
成
24
年
度
大
和
高
田
市
住

宅
新
築
資
金
等
貸
付
金
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
ほ
か
、

４
議
案

　

全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決

　

平
成
25
年
度
大
和
高
田
市
一

般
会
計
予
算
ほ
か
、
19
議
案

　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算
、

条
例
案
件
、
及
び
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

　

審
査
す
る
た
め
、
予
算
特
別

委
員
会
（
委
員
８
名
）
が
設
置

さ
れ
、
各
議
案
の
審
査
が
行
わ

れ
た
。

　

な
お
、
採
決
の
結
果
、
賛
成

多
数
で
原
案
ど
お
り
可
決

● 

提
出
さ
れ
た
意
見
書 

●

◦�

ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
療
法
の
保

険
適
用
及
び
脳
脊
髄
液
減
少

症
の
診
断
・
治
療
の
推
進
を

求
め
る
意
見
書

次
の
定
例
会
は
、６
月
中
旬
に
開

会
の
予
定
で
す
。

「
夏
の

エ
コ
ス
タ
イ
ル
」

　
　
　

実
施
中

　

市
役
所
お
よ
び
市
内
各
公
共

施
設
で
は
、「
大
和
高
田
市
全
庁

地
球
温
暖
化
防
止
実
行
計
画
」

に
基
づ
き
、
5
月
7
日
か
ら
10

月
31
日
ま
で
の
期
間
中
、
各
施

設
内
の
適
正
冷
房
（
28
℃
）
の

徹
底
と
、
ノ
ー
上
着
・
ノ
ー
ネ

ク
タ
イ
な
ど
、
軽
装
で
執
務
を

お
こ
な
う
「
夏
の
エ
コ
ス
タ
イ

ル
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

〔
人
事
課　

内
線
２
１
１
〕

答

委 員 会
審査結果

総
務
財
政
委
員
会

民
生
文
教
委
員
会

環
境
建
設
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会
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■
安
全
で
お
い
し
い
水
道
水

　

み
な
さ
ん
は
水
道
の
な
い
生
活
を
想
像

で
き
ま
す
か
？

　

水
道
の
な
い
昔
、
人
々
は
生
活
の
た
め

の
水
を
川
か
ら
直
接
く
ん
だ
り
、
井
戸
を

掘
っ
て
く
み
上
げ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

水
場
が
遠
い
と
こ
ろ
で
は
、
水
を
運
ぶ
の

も
重
労
働
で
し
た
。
水
を
遠
く
ま
で
運
ぶ

た
め
に
は
、
桶
な
ど
に
く
ん
で
人
力
で
運

ぶ
だ
け
で
な
く
、
木
な
ど
を
削
っ
て
樋と

い

を

作
り
、
水
を
引
い
た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、

ふ
た
の
す
き
間
や
つ
な
ぎ
目
か
ら
外
部
の

汚
れ
た
水
が
入
っ
た
り
し
て
、
衛
生
的
な
水

を
確
保
す
る
の
は
、
難
し
い
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
外
国
か
ら
技
術
者
を
招
い

て
、
衛
生
的
な
飲
料
水
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
施
設
、
現
在
の
水
道
の
原
点
と
い
え

る
施
設
が
、
で
き
あ
が
っ
た
の
で
す
。

　

現
在
、
大
和
高
田
市
の
水
道
普
及
率
は

99
％
を
超
え
、「
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
安

全
で
衛
生
的
な
水
」
が
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
」
と
い
う
こ
と

は
、
24
時
間
休
み
な
く
、
水
道
水
を
皆
さ

ん
の
と
こ
ろ
へ
送
り
届
け
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。「
安
全
で
衛
生
的
」
と
い
う

こ
と
は
、
水
道
事
業
体
が
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
ら
れ
た
水
道
の
水
質
基
準
50
項
目

を
遵
守
し
、
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
な
お
、
最
近
ど

こ
で
も
見
か
け
る
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ

ー
は
、
食
品
衛
生
法
で
原
水
に
は
18
項

目
の
水
質
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
安
全
面
に
関
し
て
の
検
査
基
準
は
、

水
道
水
の
ほ
う
が
、
厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
５
０
０

ml
は
、
お
よ
そ
１
０
０
円
で
売
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
水
道
水
な
ら
同
じ
５
０
０

ml
で
0
・
13
円
（
平
成
23
年
度
販
売
価
格
）

と
、
約
８
０
０
分
の
1
の
値
段
に
な
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
非
常
に
身
近
で
、
あ
る

の
が
当
然
と
考
え
て
し
ま
う
水
道
水
で

す
が
、
皆
さ
ん
の
自
宅
や
職
場
に
届
く

ま
で
の
過
程
や
取
り
組
み
、
そ
し
て
そ

の
安
全
性
な
ど
を
知
っ
て
、
水
道
水
の

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

〔
水
道
総
務
課
・
工
務
課

　

☎
52
・
１
３
６
５
〕

「
復
興
の
　
未
来
と
生い
の
ち命

　
照
ら
す
水
」

6
月
１
日
〜
７
日

水
道
週
間

6
月
1
日
〜
30
日

環
境
月
間

　

環
境
省
で
は
、
毎
年
、
環
境
基
本
法
に

定
め
ら
れ
た
6
月
5
日
の
「
環
境
の
日
」

を
中
心
と
し
て
、
6
月
の
1
か
月
を
「
環

境
月
間
」
と
し
て
環
境
運
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
私
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
が

環
境
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
身
近
な
こ
と

か
ら
活
動
を
始
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
情
報

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、
9
月
末
ご
ろ
ま

で
、
日
差
し
が
強
く
、
気
温
が
高
く
、
風

の
弱
い
日
の
日
中
に
発
生
し
ま
す
。
予
報

や
注
意
報
な
ど
が
発
令
さ
れ
た
時
は
、
学

校
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、
各
公
共
施
設
等

に
連
絡
し
ま
す
。
ま
た
、
各
公
共
施
設
等

の
掲
示
板
で
も
「
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
情
報
」

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
予
報
」
が
発
令
さ
れ
た
場
合

 

● 

屋
外
で
の
激
し
い
運
動
は
さ
け
ま
し
ょ

う
。

 

● 

目
や
の
ど
が
痛
く
な
っ
た
ら
場
合
は
、

目
を
洗
い
、
う
が
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

「
注
意
報
」
が
発
令
さ
れ
た
場
合

 

● 

屋
外
で
の
運
動
は
さ
け
、
屋
内
に
入
り

ま
し
ょ
う
。

 

● 

目
や
の
ど
が
痛
く
な
っ
た
場
合
は
、
医

師
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

 

● 

自
動
車
の
使
用
は
控
え
ま
し
ょ
う
。　

　

〔
環
境
衛
生
課　

内
線
２
８
１
〕

■
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
情
報
の

　
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

　

奈
良
県
で
は
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意

報
等
の
情
報
を
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
配

信
し
て
い
ま
す
。
受
信
希
望
の
人
は
、
奈

良
県
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
環
境
情
報
サ

イ
ト
「
エ
コ
な
ら
」（http://w

w
w

.eco.
pref.nara.jp/)

か
ら
登
録
で
き
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〔
奈
良
県
環
境
政
策
課　

☎
０
７
４
２
・
27
・
８
７
３
４
〕

【docomo】

【softbank】

【au】

携
帯
電
話
か
ら
の
登
録
は
こ
ち
ら
か
ら
。
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小
型
家
電

回
収
ボ
ッ
ク
ス
の

　
　
　
　
　

設
置

　

レ
ア
メ
タ
ル
な
ど
有
用
金
属
の
再
資
源

化
を
目
的
に
、
小
型
家
電
の
リ
サ
イ
ク
ル

が
始
ま
り
ま
す
。

　

大
和
高
田
市
で
は
、
①
携
帯
電
話
、
②

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
③
小
型
ビ
デ
オ
カ
メ

ラ
、
④
卓
上
計
算
機
、
⑤
携
帯
ゲ
ー
ム
機
、

⑥
携
帯
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
、
⑦
電
子
辞
書
、

⑧
Ｉ
Ｃ
レ
コ
ー
ダ
ー
、
⑨
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
・

Ｐ
Ｃ
メ
モ
リ
の
、
9
品
目
を
対
象
に
回
収

し
ま
す
。
6
月
か
ら
、
市
役
所
に
回
収
ボ

ッ
ク
ス
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

〔
企
画
整
備
課　

52
・
１
６
０
０
〕

虫
に
ご
注
意
！

■ 

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ

　

市
内
で
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
が
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。
強
い
毒
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、

攻
撃
性
の
な
い
お
と
な
し
い
ク
モ
で
す
。

素
手
で
捕
ま
え
た
り
触
っ
た
り
し
な
け
れ

ば
、
か
ま
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

小
さ
い
子
供
が
い
る
家
庭
等
で
は
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

（
生
息
場
所
）

◦
日
当
た
り
が
よ
く
、
暖
か
い
と
こ
ろ

◦�

昆
虫
や
小
動
物
な
ど
の
餌
が
豊
富
に
あ

る
と
こ
ろ

◦�

巣
を
は
る
適
当
な
隙
間
が
あ
る
と
こ
ろ

◦�

排
水
溝
や
グ
レ
ー
チ
ン
グ
、
フ
ェ
ン
ス

の
基
部
な
ど
低
い
と
こ
ろ

（
駆
除
方
法
）

◦�

ク
モ
に
直
接
、
市
販
の
家
庭
用
殺
虫
剤

を
噴
霧
す
る
か
、
靴
で
踏
み
つ
ぶ
し
て

駆
除
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�

卵
は
、
完
全
に
踏
み
つ
ぶ
す
か
、
焼
却

し
て
く
だ
さ
い
。

（
か
ま
れ
た
と
き
の
処
置
）

◦�

か
ま
れ
た
と
こ
ろ
を
水
や
温
水
で
よ
く

洗
い
流
し
、
病
院
で
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

■ 

ハ
チ

　

初
夏
は
ハ
チ
が
活
動
す
る
時
期
の
た

め
、
家
の
軒
下
や
屋
根
裏
に
、
今
の
時
期

か
ら
ハ
チ
が
巣
を
作
り
始
め
ま
す
。

　

ハ
チ
の
駆
除
は
、巣
が
大
き
く
な
る
前
に
、

害
虫
駆
除
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

家
庭
で
、
市
販
の
ハ
チ
用
殺
虫
剤
を
使

用
す
る
場
合
は
、
ハ
チ
の
種
類
に
よ
っ
て

効
き
目
が
異
な
る
の
で
、
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　

特
に
ス
ズ
メ
バ
チ
は
、
刺
さ
れ
る
と
死

亡
す
る
危
険
性
が
あ
る
の
で
、
巣
に
は
近

寄
ら
ず
、
す
ぐ
に
業
者
に
駆
除
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。
害
虫
駆
除
業
者
が
分
か
ら

な
い
場
合
は
、
県
の
業
者
団
体
で
あ
る
、

ペ
ス
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
会

（
☎
０
７
４
２
・
23
・
７
３
１
２
）
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

〔
環
境
衛
生
課　

内
線
２
８
１
〕

男
女
共
同
参
画
週
間

６
月
23
日
～
29
日

「
紅
一
点
じ
ゃ
、
足
り
な
い
。」

　
（
平
成
25
年
度　

男
女
共
同
参
画
週
間

　
　

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
）

　

国
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法

の
施
行
日
（
平
成
11
年
６
月
23
日
）
に
あ

わ
せ
て
、
こ
の
期
間
を
、
男
女
共
同
参
画

週
間
と
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
女
性
が

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
こ
と
で
、

日
本
が
元
気
に
な
る
こ
と
が
伝
わ
る
よ
う

な
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

皆
さ
ん
の
ま
わ
り
で
は
、
女
の
人
も
男

の
人
も
、
積
極
的
に
参
加
で
き
て
、
意
見

が
出
し
合
え
る
家
庭
や
地
域
、
職
場
に
な

っ
て
い
ま
す
か
。
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、

お
互
い
の
意
見
が
対
等
に
反
映
さ
れ
、
助

け
合
え
る
社
会
は
、
誰
に
と
っ
て
も
住
み

や
す
い
社
会
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

女
性
と
男
性
が
、
温
か
い
心
を
も
っ
て
、

お
互
い
に
協
力
し
あ
え
る
世
の
中
に
な
る

よ
う
に
、
こ
の
機
会
に
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。

〔
人
権
施
策
課
男
女
共
同
参
画
推
進
係

　

内
線
２
８
７
〕
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馬
冷
池
の
西
堤
、
現
在
の
馬
冷

池
公
園
が
あ
る
と
こ
ろ
に
、
軒
数
に

し
て
約
20
店
舗
の
「
高
田
町
立
公

設
市
場
」
が
出
来
た
の
は
、
多
分

大
正
の
末
期
か
、
昭
和
２
年
の
馬

冷
池
大
改
修
（
土
手
を
石
垣
に
全

面
補
強
）さ
れ
た
時
だ
と
思
い
ま
す
、

（
※
町
営
と
言
う
こ
と
も
あ
っ
て
資

料
は
市
に
あ
る
と
思
い
ま
す
）
ど
う

し
て
も
資
料
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
、

年
代
は
、
当
時
の
古
い
写
真
か
ら

判
断
す
る
し
か
手
法
が
あ
り
ま
せ

ん
。

　

公
設
市
場
で
思
い
出
す
の
は
、

昭
和
９
年
１
月
の
大
雪
で
、
ア
ー

ケ
ー
ド
が
倒
壊
し
た
こ
と
で
す
、

当
時
の
ア
ー
ケ
ー
ド
は
、
支
柱
は

２
寸
角
程
度
の
鉄
柱
で
、
日
除
け

と
言
え
ば
４
つ
割
り
の
竹
と
、
帆
布

で
出
来
た
も
の
で
、
手
繰
り
寄
せ

式
の
簡
単
な
も
の
で
、
当
日
は
偶
々

広
げ
た
ま
ま
の
状
態
で
、
そ
こ
へ
積

雪
15
セ
ン
チ
程
度
の
大
雪
で
、
あ

え
な
く
倒
壊
し
た
も
の
で

す
。

　

昭
和
に
入
る
と
高
田
の

台
所
と
し
て
、
天
神
橋

筋
商
店
街
と
共
に
大
い
に

に
ぎ
わ
っ
た
も
の
で
す
。

　

昭
和
初
期
に
は
、
実

業
会
（
上
嶋
・
西
田
・
吉

川
氏
ら
）
の
手
に
よ
り
、

池
の
中
央
に
２
層
屋
根
の
浮
御
堂

を
建
設
、
同
時
に
東
西
を
結
ぶ
桟

橋
を
、
堂
を
挟
ん
で
架
橋
さ
れ
、

池
面
に
は
ブ
リ
キ
製
の
鯨
が
浮
か
さ

れ
、
一
時
は
噴
水
も
噴
き
上
げ
て
い

た
も
の
で
す
。
夏
に
は
池
を
中
心

に
実
業
会
の
手
に
よ
り
花
火
大
会
、

浮
御
堂
で
は
大
又
か
ら
派
遣
さ
れ

た
芸
妓
さ
ん
の
踊
り
披
露
、
池
に

は
20
数
隻
の
貸
し
ボ
ー
ト
が
浮
か

び
、
今
で
は
想
像
も
出
来
な
い
に
ぎ

わ
い
で
、
近
郷
近
在
（
当
麻
・
御

所
・
下
田
・
新
庄
・
八
木
な
ど
）
か

ら
の
外
来
客
で
、
商
店
は
も
ち
ろ

ん
、
カ
フ
ェ・
喫
茶
・
料
亭
は
大
に

ぎ
わ
い
で
し
た
、
今
な
ら
こ
ん
な
街

中
で
、
花
火
な
ど
打
ち
上
げ
る
事

な
ん
て
出
来
な
い
は
ず
で
す
。

　

確
か
昭
和
９
年
ご
ろ
と
思
い
ま
す

が
、
池
の
中
に
「
か
き
辰
」
と
い

う
料
理
店
が
、
牡
蠣
船
の
屋
形
を

建
て
営
業
を
始
め
ま
し
た
が
、
珍

し
さ
も
あ
っ
て
、
よ
く
繁
盛
し
て
い

ま
し
た
。
経
営
者
は
確
か
堤
さ
ん

で
、
広
島
か
ら
出
て
こ
ら
れ
た
よ

う
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。

※�

市
に
も
資
料
が
残
っ
て
お
ら
ず
、

特
定
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

　
馬ば

冷れ
い

池い
け

の
今い

ま
む
か
し昔
⑶ 大和高田語りべ：上嶋　丈夫さん

　上嶋丈夫さんは、市内に住んで 89 年。自身が見てきた
高田の歴史を、文章に書きとどめています。
　今回、その一部を、本誌に掲載させていただくことになり
ました。

　

～
口
の
中
か
ら
、
い
き
い
き
と
！
～

●
口
は
、
元
気
の
み
な
も
と
で
す
。

　

口
は
話
す
、
食
べ
る
、
表
情
を
豊
か
に
す
る
な
ど
、
元
気

で
楽
し
い
生
活
を
送
る
た
め
の
、
大
切
な
機
能
を
持
っ
て
い

ま
す
。

●
「
口
の
寝
た
き
り
」
を
、
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

口
く
う
を
ほ
う
り
っ
ぱ
な
し
に
し
て
い
る
と
、
口
の
中
が

不
衛
生
に
な
っ
た
り
、
食
べ
物
が
お
い
し
く
な
く
な
っ
た
り
、

体
面
を
気
に
し
て
、
人
と
話
す
機
会
が
減
る
な
ど
の
危
険
が

あ
り
ま
す
。

●
こ
ん
な
人
は
、「
口
の
寝
た
き
り
」
予
備
軍
で
す
。

・
口
が
不
衛
生

・
か
た
い
も
の
を
食
べ
な
い

・
人
と
話
す
機
会
が
な
い

・
よ
く
む
せ
る

・�

歯
こ
う
や
舌ぜ
っ
た
い苔
（
舌
の
白
い
汚
れ
）
が
、
た
く
さ
ん
つ
い

て
い
る

・
口
の
渇
き
が
気
に
な
る

●�

口
く
う
機
能
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
お
手
入
れ
を
し
ま

し
ょ
う
。

・
毎
食
後
、
歯
を
み
が
く
。

　
�

歯
ブ
ラ
シ
だ
け
で
は
な
く
、
歯
間
ブ
ラ
シ
、
デ
ン
タ
ル
フ

ロ
ス
（
糸
よ
う
じ
）
も
使
い
ま
し
ょ
う
。
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お
じ
い
ち
ゃ
ん
か

ら
教
わ
る
雑
草
の
名

前
。
家
の
周
り
に
は
、

色
ん
な
雑
草
が
あ
る

こ
と
を
知
り
ま
す
。
こ

の
絵
本
は
、
雑
草
の
そ

れ
ぞ
れ
に
名
前
が
示

さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
刺
繍
で
描
い
て

あ
る
の
で
と
て
も
優
し
く
感
じ
ま
す
。

長
尾 
玲
子 

作
／
福
音
館
書
店

　
『
ざ
っ
そ
う
の
名
前
』

6月のおはなし会

☆
ほ
か
に
も
、
新
着
図
書
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

児童書一般書
『
人
口
減
少
社
会
と
い
う
希
望
』

	

広
井 

良
典 

著
／
朝
日
新
聞
出
版

『
職
場
を
襲
う
「
新
型
う
つ
」』	

	

Ｎ
Ｈ
Ｋ
取
材
班 

編
著
／
文
藝
春
秋

『
耐
え
て
、
咲
く
』	

大
塚 

範
一 

著
／
講
談
社

『
昔
の
道
具
大
図
鑑
』	

小
泉 

和
子 

監
修
／
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

『
野
菜
と
果
物
』	

板
木
利
隆
（
他
）
監
修
／
小
学
館

『
か
わ
い
い
ゴ
キ
ブ
リ
の
お
ん
な
の
子
メ
イ
ベ
ル
の
ぼ
う
け
ん
』	

ケ
イ
テ
ィ
・
ス
ペ
ッ
ク
作 

お
び
か
ゆ
う
こ
訳 

福
音
館
書
店

◎おはなし会
かい

▽とき　6月8日㈯ ごぜん１０じ３０ぷん～

▽ところ　としょかん　2かい
  ● おはなし　『ほたるとのばら』

  ● 大
おおがた

型絵
え

本
ほん

　　『おじさんのかさ』

◎えほんとわらべうたの時
じ

間
かん

 ≪きらら≫

▽とき　6月22日㈯ ごぜん１０じ３０ぷん～

▽ところ　としょかん　2かい

  ● 大
おおがた

型絵
え

本
ほん

　　『ちいさなきいろいかさ』

  ● 指
ゆびにんぎょう

人形　 『二羽のことり』
※ほかにもたのしいおはなしや、てあそび
　があります。

6月の新着図書

◎
梅
雨
の
時
期
だ
か
ら
こ
そ
！？

　

厚
い
雲
に
覆
わ
れ
て
続
く
雨
。

雨
も
必
要
と
思
い
な
が
ら
も
、
青

空
が
恋
し
く
な
り
ま
す
ね
。
今
回

は
、
空
や
雲
に
関
す
る
本
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　『
空
の
色
と
光
の
図
鑑
』

　
（
斎
藤 

文
一 

著
、

武
田 

康
男 

写
真
／
草
思
社
）

　

青
空
や
夕
焼
け
と
い
う
色
の
変

化
や
虹
、
稲
妻
な
ど
様
々
な
表
情

を
も
つ
空
。
そ
ん
な
不
思
議
な
現

象
を
写
真
と
と
も
に
解
説
し
て
く

れ
る
本
で
す
。
ふ
と
空
を
見
上
げ

た
く
な
る
か
も
…
。

『
空
の
お
く
り
も
の

︱
雲
を
つ
む
ぐ
少
年
の
お
話
』

（
マ
イ
ケ
ル
・
キ
ャッ
チ
プ
ー
ル
作
、
ア
リ
ソ
ン
・
ジ

ェ
イ 

絵　

亀
井 

よ
し
子 

訳
／
ブ
ロ
ン
ズ
新
社
）

　

雲
か
ら
糸
を
つ
む
い
で
布
を
織

る
少
年
の
お
話
で
す
。「
く
も
は

空
か
ら
の
お
く
り
も
の
」
と
教
わ

り
、
必
要
な
分
だ
け
を
つ
む
ぎ
ま

す
。
で
も
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
る
と
…
。
自
然
に
対
し
て
大
切

な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
絵
本
で

す
。

『
雲
の
飼
い
方
』

（
渡
辺 

わ
ら
ん 

作
／
講
談
社
）

　

部
活
動
で
あ
る
理
科
研
究
部
の

実
験
が
失
敗
！
そ
の
時
、
生
ま
れ

た
の
が
「
雲
」
!?
生
き
も
の
み
た

い
な
「
雲
」
を
飼
う
こ
と
に
な
っ

た
中
学
１
年
生
の
男
の
子
の
物
語

で
す
。（
児
童
書
）

〔大和高田市立図書館
☎52-3424　 52-9415〕

池
の
中
央
に
２
層
屋
根
の
浮
御
堂

を
建
設
、
同
時
に
東
西
を
結
ぶ
桟

橋
を
、
堂
を
挟
ん
で
架
橋
さ
れ
、

池
面
に
は
ブ
リ
キ
製
の
鯨
が
浮
か
さ

れ
、
一
時
は
噴
水
も
噴
き
上
げ
て
い

た
も
の
で
す
。
夏
に
は
池
を
中
心

に
実
業
会
の
手
に
よ
り
花
火
大
会
、

浮
御
堂
で
は
大
又
か
ら
派
遣
さ
れ

た
芸
妓
さ
ん
の
踊
り
披
露
、
池
に

は
20
数
隻
の
貸
し
ボ
ー
ト
が
浮
か

び
、
今
で
は
想
像
も
出
来
な
い
に
ぎ

わ
い
で
、
近
郷
近
在
（
当
麻
・
御

所
・
下
田
・
新
庄
・
八
木
な
ど
）
か

ら
の
外
来
客
で
、
商
店
は
も
ち
ろ

ん
、
カ
フ
ェ・
喫
茶
・
料
亭
は
大
に

ぎ
わ
い
で
し
た
、
今
な
ら
こ
ん
な
街

中
で
、
花
火
な
ど
打
ち
上
げ
る
事

な
ん
て
出
来
な
い
は
ず
で
す
。

　

確
か
昭
和
９
年
ご
ろ
と
思
い
ま
す

が
、
池
の
中
に
「
か
き
辰
」
と
い

う
料
理
店
が
、
牡
蠣
船
の
屋
形
を

建
て
営
業
を
始
め
ま
し
た
が
、
珍

し
さ
も
あ
っ
て
、
よ
く
繁
盛
し
て
い

ま
し
た
。
経
営
者
は
確
か
堤
さ
ん

で
、
広
島
か
ら
出
て
こ
ら
れ
た
よ

う
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。

※�

市
に
も
資
料
が
残
っ
て
お
ら
ず
、

特
定
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

・
義
歯
（
入
れ
歯
）
は
は
ず
し
て
み
が
く
。

・
舌
の
掃
除
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

�

舌
の
上
に
つ
い
た
舌ぜ
っ
た
い苔
は
、
口
臭
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

歯
ブ
ラ
シ
や
舌
ブ
ラ
シ
で
、
や
さ
し
く
取
り
除
い
て
く
だ

さ
い
。

・
定
期
的
に
、
歯
科
医
へ
行
く
。

　

�

歯
石
を
と
っ
た
り
、
義
歯
の
調
子
を
み
て
も
ら
っ
た
り
、

定
期
検
診
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

●
こ
ん
な
こ
と
も
効
果
的

・
し
っ
か
り
よ
く
か
ん
で
た
べ
る
。

　

�

だ
液
が
よ
く
出
る
よ
う
に
な
り
、
口
く
う
が
き
れ
い
に
な

る
な
ど
、
消
化
が
助
け
ら
れ
ま
す
。

　

�

ま
た
、
か
む
こ
と
で
脳
が
活
性
化
し
、
認
知
症
予
防
に
つ

な
が
り
ま
す
。

・
お
し
ゃ
べ
り
を
し
よ
う
。

　

�

話
す
こ
と
は
舌
、
く
ち
び
る
、
ほ
お
、
の
ど
な
ど
の
、
よ

い
運
動
で
す
。

食
べ
て
元
気　

歯
っ
ぴ
ぃ
教
室

　

実
習
や
試
食
を
ま
じ
え
な
が
ら
、
口
く
う
ケ
ア
と
栄
養
改

善
に
つ
い
て
、
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

▽�

対
象　

65
歳
以
上
で
、基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
結
果
、「
口

く
う
機
能
向
上
」
ま
た
は
「
栄
養
改
善
」
に
取
り
組
む
必

要
の
あ
る
人

▽
と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

▽
期
間　

9
～
12
月(

計
6
回)

▽�

申
込
方
法　

電
話
で
地
域
包
括
支
援
課
へ
。
窓
口
で
も
、

受
付
し
て
い
ま
す
。〔

地
域
包
括
支
援
課　

内
線
５
８
８
〕
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相
談
事
例

胃
炎
で
の『
ピ
ロ
リ
菌
除
菌
』

が
可
能
に

　
『
ピ
ロ
リ
菌
』と
い
う
名
前
を
、

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

　

最
近
、ヨ
ー
グ
ル
ト
の
Ｃ
Ｍ
や

テ
レ
ビ
の
健
康
特
集
で
、よ
く
耳

に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、『
ピ
ロ
リ
菌
』と
は

何
者
な
の
で
し
ょ
う
か
。『
ピ
ロ
リ

菌
』の
正
式
名
称
は
、『
ヘ
リ
コ
バ

ク
タ
ー
ピ
ロ
リ
』と
い
う
胃
の
中

に
存
在
す
る
細
菌
で
す
。も
と
も

と
、胃
の
中
で
は
胃
酸
が
細
菌
を

殺
し
て
し
ま
う
た
め
に
、細
菌
が

生
着
し
て
病
気
を
起
こ
す
こ
と

は
な
い
、と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、１
９
８
３
年
に

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
医
師
の
ウ
ォ

レ
ン
と
マ
ー
シ
ャ
ル
が
、胃
の
中
で

ピ
ロ
リ
菌
を
発
見
し
、こ
れ
が
胃

炎
や
胃
潰
瘍
の
原
因
と
、密
接
に

関
係
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
し
ま

し
た
。彼
ら
は
、こ
れ
に
よ
り
ノ
ー

ベ
ル
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、ピ
ロ
リ
菌
を
持
っ
て

い
る
人
、は
み
ん
な
胃
潰
瘍
や

十
二
指
腸
潰
瘍
に
な
る
の
で
し
ょ

う
か
。日
本
人
の
60
歳
以
上
の
７

割
の
人
が
、ピ
ロ
リ
菌
陽
性
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、そ
の
う
ち
の

潰
瘍
に
な
る
人
は
、２
～
５
％
と

そ
ん
な
に
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、潰
瘍
の
患
者
さ
ん
か

ら
は
、90
％
以
上
の
確
率
で
ピ
ロ

リ
菌
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。ま

た
、胃
が
ん
と
の
関
連
も
示
唆
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、ピ
ロ
リ
菌
を

殺
す「
除
菌
治
療
」が
、と
て
も
大

切
な
の
で
す
。

　

平
成
12
年
か
ら
、「
除
菌
治
療
」

が
保
険
適
応
に
な
り
ま
し
た
が
、

胃
潰
瘍
、十
二
指
腸
潰
瘍
を
発
症

し
て
い
る
人
に
の
み
限
定
さ
れ
て

い
て
、胃
炎
の
患
者
さ
ん
は
自
費

で
除
菌
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、平
成
25

年
３
月
か
ら
は
、胃
カ
メ
ラ
で
観

察
し
て
、専
門
医
が
ピ
ロ
リ
菌
に

よ
る
胃
炎
が
あ
り
、除
菌
す
る
こ

と
で
患
者
さ
ん
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
と
判
断
し
た
場
合
と
い
う
条

件
付
き
で
、胃
炎
で
も
保
険
適
応

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

除
菌
は
、胃
酸
を
抑
え
る
薬
と

２
種
類
の
抗
生
剤（
ア
モ
キ
シ
シ

リ
ン
と
ク
ラ
リ
ス
ロ
マ
イ
シ
ン
）

を
一
週
間
内
服
す
る
だ
け
で
す
。

こ
れ
で
、70
～
80
％
除
菌
で
き
ま

す
。除
菌
に
失
敗
し
た
人
も
、薬

を
変
更
し
た
２
次
除
菌
で
、90
％

近
く
の
人
は
除
菌
で
き
ま
す
。

　

ピ
ロ
リ
菌
が
存
在
す
る
か
ど
う

か
は
、胃
カ
メ
ラ
で
胃
の
一
部
を
採

取
し
て
顕
微
鏡
で
見
る
生
検
法
、

ピ
ロ
リ
菌
の
好
む
環
境
に
置
い
て

お
い
て
増
え
る
か
ど
う
か
を
見
る

培
養
法
、胃
カ
メ
ラ
を
飲
ま
な
く

て
も
検
査
で
き
る
呼
気
検
査
や

血
液
や
便
の
抗
体
検
査
な
ど
が

あ
り
ま
す
が
、ど
れ
も
一
長
一
短
が

あ
り
ま
す
。

　

保
険
適
用
に
は
、胃
カ
メ
ラ
を

飲
む
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
の

で
、当
院
で
は
培
養
法
を
行
っ
て

菌
を
増
や
し
、治
療
を
し
て
い
ま

す
。こ
の
培
養
法
で
は
、そ
の
菌
が

抗
生
剤
に
効
き
や
す
い
か
ど
う

か
ま
で
の
チ
ェ
ッ
ク
も
で
き
る
か

ら
で
す
。

　

当
院
の
消
化
器
内
科
の
専
門

医
が
、患
者
さ
ん
に
合
わ
せ
た
治

療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

除
菌
を
希
望
さ
れ
る
場
合
、ぜ

ひ
消
化
器
内
科
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

〔
消
化
器
内
科　

高
幣
和
郎
〕

　

公
共
放
送
の
委
託
契
約
社
員

が
訪
ね
て
き
て
、
テ
レ
ビ
の
受

信
契
約
を
す
す
め
ら
れ
た
。
テ

レ
ビ
が
無
い
の
で
断
っ
た
ら
、

ワ
ン
セ
グ
機
能
付
き
の
携
帯
電

話
を
持
っ
て
い
る
か
ら
と
、
契

約
を
さ
せ
ら
れ
た
。
携
帯
電
話

で
テ
レ
ビ
番
組
は
見
な
い
の
に
、

契
約
は
納
得
が
い
か
な
い
。

（
50
歳
代　

男
性
）

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

テ
レ
ビ
機
能
が
あ
れ
ば
す
べ

て
契
約
？

　

年
間
を
通
し
て
公
共
放
送
の

受
信
契
約
に
関
す
る
相
談
は
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
公
共
放
送

の
受
信
契
約
は
放
送
法
と
い
う

法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
お

り
、
公
共
放
送
を
見
る
、
見
な

い
で
契
約
す
る
の
で
は
な
く
「
受

信
で
き
る
受
信
設
備
を
設
置
し

た
者
は
、
受
信
契
約
を
結
ぶ
義

務
が
あ
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

受
信
設
備
と
は
、
テ
レ
ビ
、
テ

レ
ビ
機
能
付
き
パ
ソ
コ
ン
、
ワ

ン
セ
グ
機
能
付
き
携
帯
電
話
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
テ
レ
ビ
機

能
付
き
カ
ー
ナ
ビ
な
ど
を
い
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
法
的
根
拠

に
よ
り
、
テ
レ
ビ
を
設
置
し
て

い
な
く
て
も
、
ワ
ン
セ
グ
機
能

付
き
携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
れ

ば
、
契
約
義
務
が
生
じ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
相
談
者
に
法
的

根
拠
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
ワ
ン

セ
グ
機
能
付
き
携
帯
電
話
の
契

約
を
解
除
し
、
受
信
契
約
も
解

除
し
ま
し
た
。

視
聴
で
き
な
い
放
送
の
契
約

　

集
合
住
宅
で
B
S
放
送
も

受
信
で
き
る
共
同
ア
ン
テ
ナ
が

立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

衛
星
契
約
を
す
す
め
ら
れ
た
が
、

Ｂ
Ｓ
放
送
は
受
信
で
き
な
い
の

に
契
約
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
、
と
い
う
相
談
も
よ
く
あ

り
ま
す
。
共
同
ア
ン
テ
ナ
が
Ｂ

Ｓ
放
送
に
対
応
し
て
い
た
と
し

て
も
、
入
居
者
宅
内
の
受
信
設

備
が
Ｂ
Ｓ
放
送
に
対
応
し
て
い

な
い
場
合
や
、
Ｂ
Ｓ
放
送
に
対

応
し
て
い
て
も
別
途
分
波
器
な

ど
が
必
要
で
、
こ
れ
が
無
い
場

合
や
、
ま
た
別
途
配
線
が
必
要

だ
が
、
配
線
を
し
て
い
な
い
場

公共放送の
受信料
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さ
わ
や
か
な
風
を
感
じ
る
一
歩

123

　

あ
る
朝
、「
お
父
さ
ん
、
来
週

の
参
観
日
に
行
け
る
？
私
、
ど
う

し
て
も
行
く
こ
と
が
で
き
へ
ん

か
ら
」
と
、
妻
の
言
葉
。「
え
っ
、

で
も
懇
談
会
っ
て
、
お
母
さ
ん

ば
っ
か
り
や
ろ
・
・
。
う
ー
ん
、

わ
か
っ
た
」
と
、
少
し
重
い
気
持

ち
で
返
事
し
て
、
参
観
へ
行
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

別
の
日
、「
自
転
車
の
か
ぎ
、

な
く
な
っ
て
走
ら
れ
へ
ん
ね
。
か

ぎ
、
は
ず
し
て
」
と
、
子
ど
も
の

言
葉
。「
し
ゃ
あ
な
い
な
ぁ
、や
っ

て
み
る
わ
！
」
最
近
の
自
転
車
の

か
ぎ
は
、
と
っ
て
も
が
ん
じ
ょ
う

に
で
き
て
い
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
と

ペ
ン
チ
で
苦
闘
す
る
こ
と
30
分
、

な
ん
と
か
、
は
ず
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

か
ぎ
を
は
ず
し
て
み
た
も
の

の
、『
こ
れ
っ
て
、
男
の
仕
事
？

男
っ
て
、
つ
ら
い
よ
な
あ
』
な
ど

と
考
え
て
い
る
う
ち
に
、
ふ
と
先

日
の
「
参
観
日
に
行
っ
て
ね
」
の

言
葉
が
頭
を
よ
ぎ
り
ま
し
た
。『
そ

う
い
え
ば
、
参
観
日
や
懇
談
っ

て
、
行
っ
た
こ
と
が
な
い
よ
な

あ
。
ず
っ
と
妻
に
ま
か
せ
て
い
る

よ
な
』

　

そ
し
て
、
参
観
日
に
ち
ょ
っ

と
緊
張
し
て
子
ど
も
の
学
校
へ

行
っ
て
き
ま
し
た
。

『
き
れ
い
な
学
校
や
ん
』

『
教
室
っ
て
ど
こ
や
ろ
？
』

『
担
任
の
先
生
は
、
こ
の
人
や
っ

た
ん
か
』

『
参
観
日
や
か
ら
か
な
？
結
構
う

ち
の
子
、
ま
じ
め
に
勉
強
し
て
る

や
ん
。
そ
れ
に
、
結
構
楽
し
そ
う

や
ん
』

子
ど
も
の
学
校
で
の
様
子
や
成
長

し
て
い
る
姿
を
見
て
、
子
ど
も
に

聞
い
て
み
た
い
こ
と
も
で
き
て
、

ち
ょ
っ
と
ほ
ん
の
り
し
た
気
分
に

な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
○
○
は
女
性
、
△
△

は
男
性
っ
て
思
い
こ
む
こ
と
で
、

見
失
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
こ
と

に
気
づ
き
ま
し
た
。
性
別
の
ち
が

い
を
認
め
あ
い
な
が
ら
、
性
別
に

と
ら
わ
れ
ず
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
に
あ
わ
せ
て
、
で
き
る
こ
と
を

や
っ
て
い
く
。そ
う
い
う
こ
と
が
、

自
分
の
幸
せ
に
つ
な
が
っ
て
い
く

ん
だ
な
あ
、
と
思
い
ま
し
た
。

　

参
観
日
に
行
く
時
に
こ
ぎ
だ
す

自
転
車
の
ペ
ダ
ル
は
、
重
く
感
じ

ま
し
た
。
け
れ
ど
、走
り
だ
せ
ば
、

さ
わ
や
か
な
風
を
、
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
さ
わ
や
か
な
風

を
感
じ
る
一
歩
を
、
踏
み
だ
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
〔
人
権
施
策
課
〕

合
な
ど
、
B
S
放
送
を
受
信
で

き
る
環
境
に
な
っ
て
い
な
い
場

合
は
地
上
契
約
と
な
り
ま
す
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

⃝�

受
信
契
約
は
通
信
放
送
に
関

す
る
契
約
で
あ
る
為
、
訪
問

販
売
で
あ
っ
て
も
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
は
出
来
ま
せ
ん
。

⃝�

受
信
料
に
は
家
族
割
引
の
他

に
も
、
全
額
免
除
・
半
額
免

除
の
免
除
規
定
が
あ
る
の
で
、

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人

や
障
害
を
持
っ
て
い
る
人
は
、

公
共
放
送
側
に
一
度
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

⃝�

一
旦
契
約
し
た
受
信
契
約
を

解
約
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
受
信
機
を
廃
止
し
た

こ
と
を
証
明
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。　
　

　

わ
か
ら
な
い
ま
ま
契
約
し
て
、

ト
ラ
ブ
ル
に
遭
う
前
に
、
不
明

な
点
な
ど
が
あ
れ
ば
、
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

問題です。現金を宅配便等で送ることができますか？

できません。郵便法上、「現金書留」で送ることはできま
すが・・・

今ね、必ず儲かるので、代わりに買ってくれたら高値で買い取
るという「買え買え詐欺」で、宅配便等を使って金銭を送付さ
せる手口が増えているんだよ。

もし送ってしまったらどうなるんですか？

万が一のことがあっても補償されないので、現金を送って詐
欺の被害にあっても、取り返すのが困難なんだよ。

現金を宅配便で送れと言われた時点で、その話を疑う
べきですね。

そうだね。手口が多様化しているから、十分気をつけようね。

お金を振り込まない詐欺？？
教えて！
最新情報
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Colleen（コリーン）さん
は、毎年リズモー市が派遣
する学生を引率し、大和高
田市を訪れています。The photos are all of the farmers Market which is held each Thursday afternoon from 

4pm til 7pm in Magellan Street.  The stall holders are local producers who bring fruit, 
vegetables, honey products, free range eggs and also local wines.They are very popular as the produce comes straight from the farms.
写真はすべて、毎週木曜日の夕方4時から7時までマジェランストリートでひらかれるファーマーズマーケットの写真です。
出店している店主たちはみな地元の農家の人たちで、果物に野菜、蜂蜜や蜂蜜を使った商品、放し飼い鶏の卵や地元産のワインなどを販売しています。作り手の農家直売なので、とても人気です。

Nowadays in Lismore
from Colleen

コリーンさんからのお便り　リズモーのこのごろ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（英文は、原文のとおりです）
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